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電
気
刺
激
や
筋
肉
再
生

選L 医三見事t 来斤是~ -

用
に
つ
い
て
、
久
留
米
大
の

梅
野
博
仁
准
教
授
が
報
告
。

動
物
実
験
で
声
帯
内
に
注
入

す
る
脂
肪
にF
G
F
産
生
非

増
殖
型
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
ベ

ク
タ
ー
を
混
入
し
た
結
果
、

「
脂
肪
の
自
然
吸
収
が
抑
え

ら
れ
、
脂
肪
の
生
着
率
が

改
善
し
た
」
と
し
、
臨
床
応

用
へ
の
発
展
に
期
待
を
込
め

た
高
松
赤
十
字
病
院
の
本
吉

和
美
医
師
は
、
神
経
栄
養
因

子
の
b
F
G
F
を
、
顔
面
神

経
麻
痩
患
者
二
十
六
例
に
局

所
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
従
来

法
の
亜
急
性
期
減
荷
手
術
や

保
存
治
療
よ
り
治
癒
率
が
高

か
っ
た
と
い
う
。
至
適
濃
度

や
投
与
期
間
な
ど
十
分
な
検

し
た
と
紹
介
。
位
相
差
に
つ
一
討
を
進
め
た
上
で
「
有
用
な

い
て
は
解
析
ソ
フ
ト
で
客
観
一
治
療
法
に
な
り
え
る
」
と
強

評
価
で
き
る
こ
と
か
ら
「
H
一
調
し
た
。

S
V
検
査
は
症
例
選
択
や
注
一
間
葉
系
幹
細
胞
を
損
傷
し

入
部
位
、
経
過
観
察
に
有
用
」
一
た
喉
頭
筋
に
移
植
す
る
筋
肉

と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
一
再
生
実
験
を
、
田
附
興
風
会

-

声
帯
内
脂
肪
注
入
術
に
対
一
医
学
研
究
所
北
野
病
院
(
大

す
る
肝
細
胞
増
殖
因
子
の
応
一
阪
市
)
の
金
丸
員
一
部
長
が

新
治
療
法
研
究
報
告
も

jヒー洛尋E物認可)

第
二
十
三
回
日
本
喉
頭
科
学
会
総
会
・
学
術
講

演
会
(
会
長
・
原
淵
保
明
旭
医
大
耳
鼻
咽
喉
科
・

頭
頚
部
外
科
学
講
座
教
授
)
が
旭
川
市
で
聞
か
れ

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
し
い
喉
頭
麻
痩
治
療
へ
の

可
ω
ロ
巴
山
口
o
ロ
巳

H・0
ω
σ
ω
円
。
Z

で
は
、
原
因
疾

患
が
多
岐
に
わ
た
る
喉
頭
麻
痘
が
一
側
性
と
両
側
性

に
大
別
さ
れ
、
発
生
す
る
障
害
は
異
な
る
中
、
高
速

ビ
デ
オ
撮
影
(
H
S
V
)を
用
い
た
客
観
的
な
検
査

法
や
、
電
気
刺
激
に
よ
る
機
能
回
復
と
い
っ
た
新
し

い
治
療
法
開
発
の
基
礎
研
究
動
向
が
報
告
さ
れ
た
。

ムゥジ
­

ポン、
ン

たし告報丑
日
大
の
牧
山
清
准
教
授

闘
は
、
H
S
V
に
よ
る
声
帯
検

知
査
法
を
取
り
上
げ
、
ビ
デ
オ

研
所
見
と
解
析
結
果
か
ら
判
断

し
、
声
帯
筋
内
に
加
え
ラ
イ

ン
ケ
腔
へ
ア
テ
コ
コ
ラ
l

ゲ

ン
注
入
し
た
と
こ
ろ
、
声
門

閉
鎖
不
全
や
位
相
差
が
改
善

喉頭科学会シンポ

解
説
。
自
家
移
植
群
で
は
披

裂
軟
骨
の
外
転
を
認
め
た
も

の
の
、
他
家
移
植
群
で
は
効

果
が
現
れ
ず
「
細
胞
移
植
が

拒
絶
さ
れ
た
可
能
性
」
を
指

摘
し
た
。

旭
医
大
の
園
部
勇
講
師

は
、
麻
痘
し
た
喉
頭
に
電
気

刺
激
を
与
え
て
声
帯
運
動
を

誘
発
さ
せ
機
能
回
復
を
図
る

「
機
能
的
電
気
刺
激
」
の
動 物

実
験
成
果
を
披
露
。
埋
め

込
み
型
装
置
で
刺
激
し
た
と

こ
ろ
、
両
側
性
麻
痩
で
は
声
一

門
開
大
運
動
が
回
復
し
、
運
一

動
許
容
能
が
正
常
ま
で
改
善
一

し
た
ほ
か
、
電
気
刺
激
中
は
一

誤
礁
せ
ず
長
期
間
の
電
極
挿
一

入
に
よ
る
筋
へ
の
影
響
も
ほ
一

と
ん
ど
な
く
「
有
効
性
と
安
一

全
性
が
認
め
ら
れ
た
」
と
述

べ
た
。


